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 本研究は, 高齢者が少なくとも自分の脚で移動し, 動けることができるという視点
で椅子からの立ち上がりパワー(以下 CSPとする) 評価法を新たに開発し，運動介入
による有用性を明らかにしたものである。CSPは，自体重を用いて起居動作をできる




課題-１	 CSP測定法の開発に関する基礎的検討	 (第四章)	 






	 	 課題−2	 CSPの性差と加齢との関係	 (第五章)	 
	 地域に在住する健常高齢者から介護福祉施設を利用する要介護レベルにある高齢
者を対象として LDT方式を用いた CSPの測定を行い, 性差と加齢の影響を調査した
ところ, 絶対値では性差を認めた。しかし, dimensionを考慮すると性差は消失すると








	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 学 位 論 文 の 内 容	 要	 旨（２／２） 
 





課題−3	 CSP評価と自立維持のために必要な水準	 (第六章)	 
	 地域に在住する健常高齢者と介護福祉施設を利用する高齢者の CSPの比較を行い, ADL
維持に必要な下限閾値を行ったところ, 両群で明らかに有意差が認められ, 下限界値 
(214W), 感度 82.1%, 特異度 81.2%が明らかとなった。この値を用いて介護予備軍に対する
スクリーニングなどを行い, 自立支援の為の運動処方への試みが可能とみられた。 
	 	 	 	 課題-4	 虚弱高齢者に対する CSP評価法の実用性およびトレーニングによる変化	 	 
	 	 	 	 と日常生活動作との関係	 (第七章)	 
	 虚弱高齢者 (福祉施設に入所する介護を要する) を対象としてパワー向上を目指すトレ
ーニングを指導し, CSP評価法による運動効果を調査した。その結果, CSPの有意な改善が
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 本論文では、従来スポーツ選手の様々なパワー評価に用いられてきた Linear Displacement 
Transducer (LDT) 方式による測定装置（フィトロダイン）を高齢者の椅子からの立ち上がりパ
ワー（CSP）測定に応用し、１. CSP 値の再現性、 客観性、 妥当性などの確認、２. 中高齢男女
についての CSP 変化率の決定、３. 身体的自立の可否に関わる臨界値の決定、４. 運動介入前後
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